
我が国の分野横断型統合ポータル「ジャパンサーチ」正式版の公開（8/25）に合わせ
て、アーカイブ機関や関係者、⼀般のユーザーを対象とする公開イベントをオンライン
開催します。
試験版からの改善改修機能を紹介するとともに、ポストコロナ社会の中で、デジタル
アーカイブが果たす役割や期待、またジャパンサーチの意義や役割についてのパネル
ディスカッションを実施します。

デジタルアーカイブ産学官フォーラム（第４回）
ジャパンサーチの挑戦 〜ポストコロナ社会とデジタルアーカイブ〜

⽇時︓令和２年９⽉１０⽇（⽊）１５︓００〜１７︓００
開催⽅法︓オンラインイベント形式による開催

内閣府知的財産戦略推進事務局／国⽴国会図書館

□ジャパンサーチ正式版の紹介
●知的財産推進計画2020におけるジャパンサーチの位置づけ
●ジャパンサーチ正式版の機能紹介

□パネルディスカッション

●モデレーター: 吉⾒俊哉／東京⼤学⼤学院情報学環教授
●パネリスト︓Tessa Morris-Suzuki／オーストラリア国⽴⼤学名誉教授

岡室美奈⼦／早稲⽥⼤学坪内博⼠記念演劇博物館⻑
⾼野明彦／国⽴情報学研究所教授
チェン ドミニク／NPO法⼈コモンスフィア理事

（クリエイティブ・コモンズ・ジャパン）
真喜屋⼒／沖縄アーカイブ研究所
⽥中久徳／国⽴国会図書館副館⻑

＜問い合せ先＞内閣府知的財産戦略推進事務局(⼩林、⾼津)
MAIL︓da.naikakufuchizai.n2i@cao.go.jp TEL:03-3581-2109

以下の応募フォームからお申し込みください
※当イベントはオンライン開催になりますので申込フォームは外部サイトになります。
URL︓https://ndl2.webex.com/ndl2‐jp/onstage/g.php?MTID=ef2bbb99d7701e8ba35039fab5bafaf13

開催趣旨

主催

プログラム概要

500名
定員

参加費無料

コロナの影響により、テレワークや遠隔授業などオンライン活動が日常化し、デジタルアーカイブの需
要が顕在化する中で、連携の拡大とユーザビリティの向上を継続しつつ、ジャパンサーチは何ができる
か。ポストコロナ社会において、デジタルアーカイブ社会を推進するために、ジャパンサーチに求めら
れる役割とは何かを、国内・海外双方の視点から考えます。
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